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守
住
勇
魚
に
関
す
る
守
住
家
資
料
に
つ
い
て

仲
田
耕
三

は
じ
め
に

当
館
に
は
、
平
成
二（
一
九
九
〇
）年
の
設
立
当
初
に
、
徳
島
県
立
博
物
館
か
ら
保
管
転
換
と
な
っ
た
守
住
勇
魚
に
関
す
る
守
住

家
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
守
住
家
資
料
（1）
は
、
勇
魚
の
孫
に
あ
た
る
北
村
喜
久
氏
を
は
じ
め
、
孫
の
久
美
氏
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る

東
条
家
の
東
条
武
男
氏
、
勇
魚
の
妻
早
の
実
家
に
あ
た
る
川
田
家
の
川
田
ト
ヨ
ネ
氏
の
三
者
か
ら
、
昭
和
四
十
六（
一
九
七
一
）年

に
一
括
し
て
徳
島
県
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
総
数
は
千
七
百
点
余
り
で
、
父
守
住
貫
魚
に
関
す
る
絵
道
具
、
免
状
、
名
東
県

任
免
書
、
鑑
定
書
、
書
簡
、
印
譜
集
な
ど
の
遺
品
と
下
絵
、
守
住
勇
魚
に
関
す
る
絵
道
具
、
下
絵
目
録
、
展
覧
会
審
査
員
委
嘱
状
、

名
東
県
任
命
書
、
辞
令
、
書
簡
な
ど
の
遺
品
と
、
下
絵
、
日
本
画
、
油
彩
画
、
水
彩
画
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
の
作
品
、
妹
守
住
周
魚
に
関

す
る
展
覧
会
賞
状
、
展
覧
会
褒
状
、
展
覧
会
感
謝
状
、
鑑
定
書
、
書
簡
な
ど
の
遺
品
と
日
本
画
等
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
当
館

に
保
管
転
換
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
内
の
守
住
勇
魚
の
油
彩
画
、
水
彩
画
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
、
五
十
六
件
五
百
三
十
点
で
あ
る
。

今
回
、
保
管
転
換
と
な
っ
た
こ
れ
ら
の
守
住
勇
魚
に
関
す
る
資
料
を
整
理
し
、
勇
魚
の
経
歴
に
つ
い
て
精
査
す
る
と
と
も
に
、

油
彩
画
、
水
彩
画
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
に
つ
い
て
、
制
作
年
が
明
記
さ
れ
て
い
る
作
品
及
び
制
作
年
が
推
定
さ
れ
る
作
品
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
て
み
た
い
。
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徳
島
時
代

守
住
勇
魚
は
、
第
二
回
内
国
絵
画
共
進
会
で
金
章
を
受
章
し
帝
室
技
芸
員
と
な
る
な
ど
、
明
治
初
期
の
日
本
画
壇
の
重
鎮
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
守
住
貫
魚
の
次
男
と
し
て
、
安
政
元（
一
八
五
四
）年
十
一
月
八
日
、
徳
島
富
田
浦
掃
除
町（
現
在
の
徳
島

市
中
央
通
三
丁
目
）に
生
ま
れ
て
い
る
。
本
名
は
、
詮
之
助
で
あ
る
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
勇
魚
の
経
歴
の
最
も
古
い
事
柄
を
記
載

し
て
い
る
資
料
は
、
明
治
三
十
五（
一
九
〇
二
）年
六
月
に
勇
魚
自
身
が
記
し
た「
履
歴
書
」（
図
1
）で
あ
る
が
、
こ
の
「
履
歴
書
」

で
は
、
明
治
四（
一
八
七
一
）年
三
月
か
ら
明
治
五
年
八
月
ま
で
、
十
六
歳
の
時
か
ら
約
一
年
半
、
徳
島
英
学
校
に
お
い
て
英
学
、
漢

学
、
算
術
、
図
画
な
ど
を
学
ん
で
い
た
と
し
て
い
る
。「
履
歴
書
」に
は
、
徳
島
英
学
校
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
徳
島
県
教
育
変
革

史
』に
よ
る
と
、
当
時
の
徳
島
の
洋
学
は
、
明
治
三
年
十
月
か
ら
明
治
六
年
九
月
ま
で
藩
校
の
長
久
館
内
に
設
置
さ
れ
た
外
国
語
学

伝
習
所
（2）
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
徳
島
英
学
校
と
あ
る
の
は
外
国
語
学
伝
習
所
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

ま
た
名
東
県（
明
治
四
年
十
一
月
徳
島
県
か
ら
名
東
県
に
改
称
）か
ら
父
貫
魚
に
出
さ
れ
た
辞
令（
図
2
）に
よ
る
と
、
明
治
五
年

三
月
、
父
貫
魚
が
名
東
県
に
出
し
て
い
た
勇
魚
へ
の
守
住
家
の
家
名
の
相
続
が
許
可
さ
れ
た
。
長
男
の
次
郎
太
郎
が
二
歳
で
夭
折

し
た
た
め
、
勇
魚
が
守
住
家
の
家
名
を
継
い
だ
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
小
学
校
か
ら
の
辞
令（
図
3
）に
よ
る
と
、
勇
魚
は
こ
の
年
の

六
月
水
練
世
話
係
を
申
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
小
学
校
と
は
、『
徳
島
県
教
育
変
革
史
』に
よ
る
と
当
時
の
西
小
学
校
（3）
で
あ
り
、
水

泳
が
達
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
履
歴
書
」に
よ
る
と
、
勇
魚
は
そ
の
後
、
明
治
五
年
九
月
か
ら
明
治
八
年
四
月
ま
で
の

約
三
年
間
、
父
貫
魚
に
就
い
て
日
本
画
を
学
ん
だ
後
、
明
治
八
年
五
月
に
上
京
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
明
治
八
年
三
月
に
、
最
初

は
阿
波
と
淡
路
の
駅
路
の
図
面
記
載
の
日
雇
い（
図
4
）と
し
て
、
そ
の
後
庶
務
課
の
雇
い（
図
5
）と
し
て
名
東
県
に
雇
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
解
る
。

こ
の
時
期
の
勇
魚
の
作
品
は
、
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
慶
応
三（
一
八
六
七
）年
九
月
十
三
日
の
年
紀
が
記
さ
れ

た「
鮎
」（
図
6
）が
知
ら
れ
て
い
る
。

東
京
、
彰
技
堂
時
代

「
履
歴
書
」に
よ
る
と
、
勇
魚
は
明
治
八
年
五
月
か
ら
東
京
麹
町
平
河
町
の
私
塾
彰
技
堂
に
お
い
て
画
学
を
修
め
た
と
い
う
。

守
住
家
の
家
名
を
継
ぎ
な
が
ら
、
勇
魚
が
何
故
洋
画
の
修
得
を
目
指
し
て
上
京
し
た
の
か
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
は
資
料
が
無

く
定
か
で
は
な
い
が
、
浅
野
修
三
の
勧
め
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
浅
野
は
明
治
政
府
に
紙
幣
製
造
の
指
導
の
た
め
雇
い
入
れ

ら
れ
、
当
時
大
蔵
省
紙
幣
寮
に
勤
務
し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
人
版
画
家
エ
ド
ア
ル
ド
・
キ
ヨ
ソ
ー
ネ
の
も
と
で
本
格
的
に
凹
版
印
刷

の
技
術
を
学
ん
だ
。
勇
魚
に
と
っ
て
は
、
義
兄
川
田
達
太
郎
の
妻
の
兄
で
、
外
国
語
伝
習
所
の
同
窓
で
も
あ
っ
た
。

当
時
の
彰
技
堂
に
は
、
西
敬
、
浅
井
忠
等
が
学
ん
で
い
た
が
、
明
治
九（
一
八
七
六
）年
十
一
月
に
工
部
美
術
学
校
が
創
立
さ
れ

図1 自筆履歴書表紙
明治35年6月

図2 家名相続辞令
明治5年3月

図3 小学校水練世話係辞令
明治5年6月
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る
と
、
工
部
美
術
学
校
に
入
学
し
て
い
る
。
勇
魚
も
ま
た
、
彼
等
と
同
じ
様
に
明
治
九
年
十
一
月
に
工
部
美
術
学
校
に
入
学
し
た

と
思
わ
れ
る
。

勇
魚
が
、
な
ぜ
川
上
冬
崖
の
聴
香
読
画
館（
明
治
二
年
創
設
）、
高
橋
由
一
の
天
絵
社（
明
治
六
年
創
設
）等
の
当
時
の
多
く
の
私

塾
の
中
か
ら
、
明
治
七
年
に
国
沢
新
九
郎
が
創
設
し
た
彰
技
堂
を
選
ん
で
入
学
し
た
の
か
は
資
料
が
無
く
定
か
で
は
な
い
が
、
国

沢
の
出
身
地
が
徳
島
の
隣
藩
高
知
で
あ
っ
た
こ
と
、
国
沢
は
帰
国
の
翌
年
の
明
治
八
年
に
我
が
国
最
初
の
洋
画
展
覧
会
を
開
催
し

た
こ
と
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
本
格
的
に
洋
画
の
技
法
を
取
得
し
た
帰
朝
者
の
画
塾
と
し
て
先
駆
的
で
あ
っ
た
こ
と
、持
ち
帰
っ

た
石
膏
像
や
画
材
を
用
い
て
授
業
を
行
う
な
ど
当
時
と
し
て
は
最
も
斬
新
な
指
導
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う

か
。こ

の
時
期
の
勇
魚
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
制
作
年
の
記
載
さ
れ
た
作
品
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
制
作
と
思

わ
れ
る
作
品
を
ひ
と
ま
ず
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

東
京
、
工
部
美
術
学
校
時
代

明
治
九
年
十
一
月
六
日
、
我
が
国
最
初
の
官
立
美
術
学
校
と
し
て
、
工
学
寮
美
術
学
校（
明
治
十
年
一
月
に
工
作
局
美
術
校
、
明

治
十
年
六
月
に
工
部
美
術
学
校
と
な
る
）が
設
立
さ
れ
、
十
一
月
十
三
日
に
実
技
を
含
む
試
験
を
実
施
。
十
一
月
二
十
一
日
に
は
、

画
学
・
彫
刻
学
の
二
課
の
教
場
が
開
か
れ
、
十
三
日
に
合
格
し
た
画
学
生
が
入
学
し
授
業
が
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
、
再
度
入
学

試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
十
一
月
二
十
五
日
に
は
、
彫
刻
学
の
生
徒
に
限
り
当
分
の
間
官
費
生
と
し
、
新
た
に
四
十
名
を
募
集
す

る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
明
治
九
年
十
一
月
に
発
せ
ら
れ
た「
工
学
寮
美
術
学
校
諸
規
則
」に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
入
学
生
は

初
め
の
六
ヶ
月
間
は「
試
生
」扱
い
で
あ
り
、
六
ヶ
月
後
に
学
力
に
進
歩
の
あ
る
者
は
入
学
生
と
す
る
と
し
て
い
る
（4）
。

で
は
勇
魚
の
工
部
美
術
学
校
入
学
は
何
日
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
履
歴
書
」に
よ
る
と
、
勇
魚
は
明
治
十
年
二
月
一
日
か

ら
明
治
十
二
年
四
月
二
十
日
ま
で
工
部
美
術
学
校
で
学
ん
だ
と
記
し
て
い
る
。
工
部
美
術
学
校
の
生
徒
で
明
治
九
年
十
二
月
か
ら

工
学
寮
の
助
手
を
務
め
た
小
山
正
太
郎
所
蔵
の「
工
部
美
術
学
校
画
学
生
徒
階
級
表
自
明
治
九
年
十
一
月
至
同
十
一
年
八
月
」の

「
明
治
九
年
十
一
月
入
校
生
徒
室
内
区
分
」の
欄
の「
一
週
三
回
生
」の
区
分
に
守
住
勇
魚
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

資
料
を
比
較
す
る
と
、「
履
歴
書
」は
、
明
治
三
十
五
年
と
か
な
り
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
年
月
日
に
疑
問
が
あ
る
事
項
が
い

く
つ
か
見
ら
れ
る
こ
と
、「
工
部
美
術
学
校
画
学
生
徒
階
級
表
自
明
治
九
年
十
一
月
至
同
十
一
年
八
月
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
項

目
は
、
当
時
の
諸
記
録
と
の
記
載
と
比
較
し
て
矛
盾
が
な
い
こ
と
か
ら
、
勇
魚
は
明
治
九
年
十
一
月
に
、
工
部
美
術
学
校
に
既
に

入
学
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

入
学
試
験
に
合
格
し
、
明
治
九
年
十
一
月
に
入
学
を
許
さ
れ
た
画
学
生
は
、
浅
井
忠
、
市
川
敬
二
郎
、
岡
見
千
吉
郎
、
金
澤
正
次
、

五
姓
田
義
松
、
駒
峰
忠
臣
、
小
山
正
太
郎
、
高
橋
源
吉
、
千
葉
真
楯
、
中
丸
精
十
郎
、
西
敬
、
廣
津
正
人
、
藤
雅
三
、
松
岡
壽
、
守
住

図4 阿淡駅路図面記載日雇辞令
明治8年3月5日

図5 庶務課雇辞令
明治8年3月25日

図6 「鮎」
慶応3年9月13日
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勇
魚
、
山
本
芳
翠
等
三
十
一
名
（5）
で
、
多
く
は
入
学
前
に
私
塾
で
洋
画
を
学
ん
で
い
た
者
達
で
あ
っ
た
。
勇
魚
も
ま
た
、
十
六
歳
の

時
か
ら
洋
学
を
学
び
、
彰
技
堂
で
当
時
の
最
先
端
の
西
洋
画
の
技
法
に
接
し
、
明
治
九
年
九
月
十
日
に
東
両
国
中
村
楼
で
開
催
さ

れ
た
書
画
会
に
お
い
て
、「
油
絵
の
展
観
ハ
実
に
見
物
で
仲
に
も
横
山
松
三
郎
先
生
の
朝
顔
高
橋
由
一
先
生
の
桶
の
仲
の
鯰
ま
た
夏

木
立
に
虹
の
ふ
い
た
空
の
け
し
き
守
住
勇
魚
先
生
の
函
根
の
湖
水
そ
の
外
玄
々
堂
出
品
の
山
谷
堀
の
夜
景
ま
た
難
船
を
救
ふ
図
な

ど
ハ
驚
く
や
う
な
出
来
で
英
人
ワ
ク
マ
ン
の
画
も
三
枚
あ
り
ま
し
た
」（6）
と
評
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
既
に
高
い
評
価
を
受
け
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
五
世
田
義
松
、
高
橋
源
吉
、
中
丸
精
十
郎
、
守
住
勇
魚
等
の
一
週
三
回
生
は
、
工
部
美
術
学
校
入
学
以
前
か
ら
、

既
に
か
な
り
の
技
量
に
達
し
て
い
た
者
達
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
週
三
回
生
の
規
則
（7）
は
、
女
子
入
学
の
許
可
と
と
も
に
、

明
治
九
年
十
二
月
十
四
日
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
既
に
授
業
開
始
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
勇
魚
の
工
部

美
術
学
校
入
学
に
関
す
る
資
料
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
勇
魚
は
、
明
治
九
年
十
一
月
十
三
日
の
最
初
の
入
学
試
験
を
受
け
、

合
格
し
て
十
一
月
二
十
一
日
の
授
業
開
始
日
に
は
入
学
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

工
部
美
術
学
校
の
画
学
教
師
で
あ
っ
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
教
授
内
容
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
の

契
約
第
一
条
に「
景
色
・
油
畫
・
水
畫
・
形
象
併
繪
ノ
具
混
合
・
遠
近
畫
術
・
畫
藥
調
合
等
ノ
術
ヲ
傳
習
ス
ヘ
シ
」と
記
さ
れ
て
い

る
（8）
。
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
は
、
日
本
に
赴
任
す
る
に
あ
た
り
、
石
膏
像
を
は
じ
め
、
名
画
の
写
真
、
銅
版
画
や
石
版
画
の
複
製
品
、

遠
近
法
や
解
剖
学
等
の
美
術
書
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
自
身
の
作
品
な
ど
の
多
く
の
教
材
と
、
油
彩
画
や
水
彩
画
の
絵
具
、
木
炭
、
コ

ン
テ
、
鉛
筆
、
キ
ャ
ン
バ
ス
、
画
用
紙
な
ど
の
多
く
の
画
材
を
持
っ
て
来
た
。
そ
の
授
業
内
容
は
、
ま
ず
最
初
に
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ

自
身
の
作
品
や
名
画
を
鉛
筆
や
コ
ン
テ
で
模
写
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
次
に
木
炭
や
コ
ン
テ
を
使
っ
た
石
膏
像
の
写
生
か
ら
人

物
の
写
生
へ
、そ
の
後
風
景
の
写
生
か
ら
人
物
、風
景
の
油
彩
画
制
作
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。当
時
の
こ
と
を
松
岡
壽
が「
婦

人
の
裸
体
モ
デ
ル
を
求
め
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
工
部
省
常
傭
の
人
足
を
裸
体
モ
デ
ル
に
使
用
し
た
の
で
あ
る
、

…
婦
人
の
モ
デ
ル
と
し
て
は
学
校
の
近
傍
の
町
家
の
娘
を
説
い
て
貴
女
は
美
し
い
か
ら
描
き
た
い
か
ら
来
て
呉
れ
と
云
ふ
よ
う
な

甘
言
を
以
て
連
れ
て
来
て
写
生
し
た
も
の
で
あ
る
、
又
野
外
写
生
用
の
傘
や
三
脚
な
ど
用
具
を
以
て
出
か
け
る
と
見
る
人
々
が
測

量
で
す
か
と
聞
く
や
う
な
訳
で
あ
っ
た
」（9）
と
語
っ
て
い
る
が
、
生
徒
達
は
工
部
省
雇
い
の
人
足
や
学
校
近
く
の
娘
を
モ
デ
ル
に
し

た
人
物
写
生
や
美
術
学
校
の
近
く
の
溜
池
付
近
や
遠
く
郊
外
ま
で
足
を
の
ば
し
て
の
風
景
写
生
な
ど
を
、
熱
心
に
行
っ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

「
工
部
美
術
学
校
画
学
生
徒
階
級
表
自
明
治
九
年
十
一
月
至
同
十
一
年
八
月
」に
よ
る
と
、
勇
魚
の
工
部
美
術
学
校
で
の
進
級

過
程
は
、
明
治
十
年
四
月
に
は
西
敬
、
浅
井
忠
、
中
丸
精
十
郎
、
高
橋
源
吉
等
と
と
も
に
臨
画
の
ク
ラ
ス
に
入
り
、
七
月
に
は
西
敬
、

浅
井
忠
、
中
丸
精
十
郎
、
高
橋
源
吉
等
と
と
も
に
石
膏
人
物
写
生
へ
と
進
み
、
十
二
月
に
は
浅
井
忠
等
と
と
も
に
人
物
写
生
に
進

級
し
後
に
油
画
に
入
る
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
十
一
年
七
月
に
は
小
山
正
太
郎
、
松
岡
壽
、
浅
井
忠
、
高
橋
源
吉
等
と
と
も
に
油
画

風
景
写
生
と
な
っ
て
お
り
、「
工
部
省
第
四
回
年
報
」（10）
に
よ
る
と
、
勇
魚
は
こ
の
月
に
は
一
週
三
回
生
か
ら
毎
日
出
席
の
画
学
生
に

な
っ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
明
治
十
一
年
七
月
三
十
日
に
は
、
明
治
十
年
七
月
よ
り
明
治
十
一
年
六
月
ま
で
の
学
科
試
験
が
行
わ

れ
、
勇
魚
は
、
小
山
正
太
郎
、
千
葉
真
楯
、
松
岡
壽
に
続
き
第
四
位
で
あ
り
、
浅
井
忠
が
第
五
位
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
位
の
小
山

正
太
郎
か
ら
第
三
位
の
松
岡
壽
ま
で
が
、
進
歩
ノ
賞
と
し
て「
油
繪
具
箱
入
付
属
品
共
」が
贈
ら
れ
、
第
四
位
の
勇
魚
は
賞
を
受
け

図7 東富田小学校寄付褒状
明治12年6月図8 大阪専門学校画学教員雇入辞令

明治12年8月13日

図9 「祖谷かずら橋」
明治12年頃
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ら
れ
な
か
っ
た
が
、
技
量
の
高
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。「
工
部
省
第
三
回
年
報
」（11）
に
付
さ
れ
た「
明
治
十
年
七
月
よ
り
十
一
年
六
月

迄
画
学
生
進
歩
表
」に
よ
る
と
、
勇
魚
は「
等
級
一
級
、
試
験
点
数
第
四
位
十
四
点
、
風
景
人
物
初
歩
終
ル
、
風
景
人
物
上
等
終
ル
、

石
膏
写
生
終
ル
、
風
景
人
物
油
画
就
業
中
、
風
景
人
物
油
画
写
生
就
業
中
、
幾
何
学
就
業
中
、
遠
近
法
就
業
中
、
飾
画
就
業
中
、
論

理
影
法
未
タ
、
外
部
解
剖
未
タ
」と
な
っ
て
お
り
、
幾
何
学
や
外
部
解
剖
な
ど
が
講
義
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

明
治
十
一
年
九
月
三
十
日
、
工
部
美
術
学
校
の
設
立
に
当
初
か
ら
関
与
し
、
画
学
教
室
の
教
師
を
務
め
て
い
た
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー

ジ
が
工
部
美
術
学
校
を
辞
職
し
、
故
国
イ
タ
リ
ア
に
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
帰
国
の
理
由
は
、
脚
気
を

患
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
周
知
の
と
お
り
本
当
の
理
由
は
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
が
計
画
し
て
い
た
工
部
美
術
学
校
の
新

築
計
画
が
西
南
戦
争
の
た
め
に
延
期
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
十
一
年
十
月
一
日
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
後

任
と
し
て
プ
ロ
ス
ペ
ロ
・
フ
ェ
レ
ッ
チ
が
任
命
さ
れ
る
が
、
勇
魚
は
小
山
正
太
郎
、
浅
井
忠
、
松
岡
壽
等
と
と
も
に
フ
ェ
レ
ッ
チ

を
嫌
っ
て
学
校
当
局
に
更
迭
を
申
し
込
む
が
受
入
れ
ら
れ
ず
、
明
治
十
一
年
十
月
十
五
日
、
浅
井
忠
、
松
岡
壽
、
千
葉
真
楯
、
高
橋

源
吉
、
西
敬
等
と
と
も
に
退
学
願
い
を
提
出
し
、
十
月
十
九
日
に
工
部
美
術
学
校
を
連
袂
退
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（12）
。

工
部
美
術
学
校
を
退
学
し
た
勇
魚
は
、
明
治
十
一
年
十
月
二
十
九
日
に
工
部
美
術
学
校
を
退
学
し
た
小
山
正
太
郎
（13）
や
連
袂
退

学
し
た
浅
井
忠
、
松
岡
壽
、
千
葉
真
楯
、
高
橋
源
吉
、
西
敬
等
と
と
も
に
、
明
治
十
一
年
十
月
頃
、
十
一
会
を
結
成
し
て
い
る
。
十

一
会
に
つ
い
て
は
、小
山
正
太
郎
の「
履
歴
略
」（14）
に「
冬
十
月
。生
徒
等
相
謀
。欲
建
一
社
相
集
研
究
画
学
。�
居
于
今
川
坊
第
二
街
。

余
与
駒
嶺
忠
臣
先
行
寓
焉
。
十
一
月
浅
井
忠
携
其
母
来
寓
。
社
員
遂
日
集
会
者
十
二
人
。
松
岡
寿
。
高
橋
源
吉
。
西
敬
。
日
下
部
美

余
二
。
駒
嶺
忠
臣
。
浅
井
忠
。
千
葉
真
楯
。
市
川
敬
二
郎
。
山
口
彦
二
郎
。
疋
田
敬
造
。
守
住
勇
魚
。
望
月
俊
稜
。」と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
明
治
十
一
年
十
一
月
付
け
の「
社
則
」に
は
、
勇
魚
の
名
前
が
見
あ
た
ら
な
い
が
（15）
、
こ
の
頃
に
は
既
に
徳
島
に
帰
郷
し
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
時
期
勇
魚
は
、
工
部
美
術
学
校
入
学
の
直
前
の
明
治
九
年
十
一
月
七
日
、
二
十
一
歳
で
母
の
姪
の
川
田
早
と
結
婚
し
て
い

る
。
守
住
家
の
跡
取
り
と
し
て
、
父
貫
魚
達
が
東
京
で
の
生
活
を
心
配
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
十
年
九
月

十
四
日
、
長
男
彦
魚
が
誕
生
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
翌
年
の
七
月
二
十
三
日
に
夭
折
し
て
い
る
。
工
部
美
術
学
校
連
袂
退
学

の
約
三
ヶ
月
前
の
出
来
事
で
あ
り
、
徳
島
へ
の
帰
郷
を
促
し
た
出
来
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
期
の
勇
魚
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
制
作
年
の
記
載
さ
れ
た
作
品
を
三
点
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
つ
は
、
雄
の
ラ
イ
オ

ン
を
鉛
筆
で
描
い
た
も
の
で
あ
り
、「
明
治
十
年
九
月
廿
五
日
於
博
物
局
写
之
」と
い
う
サ
イ
ン
か
ら
、
明
治
十
年
九
月
二
十
五
日

に
博
物
局（
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
）で
写
生
し
た
こ
と
が
解
る
。
こ
の
頃
の
博
物
局
は
、
上
野
で
は
な
く
内
山
下
町（
現
在
の
千

代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
）に
あ
っ
た
が
、
工
部
美
術
学
校
が
あ
っ
た
虎
ノ
門
か
ら
は
近
く
、
郊
外
写
生
に
出
向
い
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
次
ぎ
に
、「
明
治
十
十
月
四
日
写
生
」と
い
う
サ
イ
ン
が
記
さ
れ
た
風
景
画
が
あ
り
、
画
面
中
央
に
は
民
家
が
、
そ
の
前
の
水

辺
で
魚
釣
り
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
人
物
が
三
人
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
も
ま
た
郊
外
写
生
の
授
業
で
描
か
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
、「
明
治
十
一
年
五
月
廿
九
日
写
生
」と
い
う
サ
イ
ン
が
記
さ
れ
た
風
景
画
が
あ
り
、
空
に
浮
か
ぶ
雲
が

描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
制
作
と
思
わ
れ
る
作
品
は
、
人
物
写
生
ス
ケ
ッ
チ
、
動
物
写
生
ス
ケ
ッ
チ
、
風
景
写
生
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
が
見
ら
れ

図10 「阿波国齋田浦塩焼」
明治12年頃

図11 大阪中学校教員申付辞令
明治13年12月18日

図12 大学分校助教諭任命辞令
明治18年9月8日

図13 第三高等中学校
助教諭任官辞令
明治19年5月25日
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る
。人

物
写
生
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
は
、
工
部
美
術
学
校
の
画
学
教
場
な
ど
を
描
い
た
も
の
、
工
部
美
術
学
校
の
生
徒
を
モ
デ
ル
と
し

た
も
の
、
工
部
省
雇
い
の
人
夫
な
ど
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
な
ど
が
見
う
け
ら
れ
る
。

動
物
写
生
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
は
、
馬
、
犬
、
羊
な
ど
が
題
材
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
浅
井
忠
が
明
治
十
年
に「
豚
小
屋
」（
東
京

藝
術
大
学
蔵
）を
描
い
て
い
る
が
、
勇
魚
に
は
羊
小
屋
を
描
い
た
作
品
が
見
ら
れ
る
。

風
景
写
生
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
は
、
地
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
溜
池
、
牛
込
八
幡
町
八
幡
神
社
、
逆
井
之
渡
、
池
上
本

門
寺
、
ツ
ク
ダ
シ
マ
ノ
ア
サ
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
郊
外
写
生
な
ど
で
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
図
柄
か
ら
工
部
大
学
校
を

描
い
た
作
品
も
見
う
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
山
正
太
郎
や
浅
井
忠
も
描
い
た
鍛
冶
橋
と
よ
く
似
た
図
柄
の
鍛
冶
橋
の
風
景
や
、
東

京
藝
術
大
学
が
所
蔵
し
て
い
る「
風
景
」と
よ
く
似
た
作
品
も
見
う
け
ら
れ
、
他
に
郊
外
に
ス
ケ
ッ
チ
に
行
き
描
か
れ
た
と
思
わ
れ

る
作
品
が
三
十
点
程
度
見
う
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
後
浅
井
忠
、
松
岡
壽
ら
工
部
美
術
学
校
の
他
の
生
徒
達
の
作
品
と
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

大
阪
時
代

明
治
十
二（
一
八
七
九
）年
六
月
、
勇
魚
は
徳
島
市
の
東
富
田
小
学
校（
自
宅
の
近
く
）に
金
一
円
を
寄
付
し
、
高
知
県（
明
治
九
年

名
東
県
が
高
知
県
に
合
併
）か
ら
褒
状
が
出
さ
れ
て
い
る（
図
7
）。
こ
の
資
料
か
ら
、
こ
の
頃
勇
魚
は
故
郷
の
徳
島
に
帰
っ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
勇
魚
の
徳
島
滞
在
期
間
は
資
料
が
無
く
定
か
で
は
な
い
が
、
明
治
十
一
年
七
月
二
十
三
日
に
長
男
彦
魚

が
夭
折
し
た
こ
と
も
あ
り
、
工
部
美
術
学
校
を
退
学
し
て
す
ぐ
の
明
治
十
一
年
十
一
月
頃
に
は
徳
島
に
帰
郷
し
、
明
治
十
二
年
八

月
十
三
日
に
大
阪
専
門
学
校
の
画
学
教
員
と
な
っ
て（
図
8
）、
大
阪
に
転
居
す
る
ま
で
の
期
間
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
徳
島
滞
在

中
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
徳
島
県
三
好
市
西
祖
谷
山
村
の
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
や
徳
島
県
鳴
門
市
の
塩
田
を
描
い
た
作
品
な
ど
が

数
点
残
さ
れ
て
い
る（
図
9
・
10
）。

大
阪
専
門
学
校
は
、
明
治
十
二
年
四
月
に
大
阪
英
語
学
校
が
改
称
さ
れ
た
学
校
で
あ
り
、
そ
の
後
、
明
治
十
三
年
十
二
月
に
大

阪
中
学
校
、
明
治
十
八
年
七
月
に
大
学
分
校
、
明
治
十
九
年
四
月
に
第
三
高
等
中
学
校
、
明
治
二
十
七
年
六
月
に
第
三
高
等
学
校
、

明
治
三
十
年
六
月
に
京
都
帝
国
大
学
へ
と
変
遷
し
て
い
る
。
大
阪
専
門
学
校
の
変
遷
に
伴
い
勇
魚
は
、
明
治
十
三
年
十
二
月
十
八

日
に
大
阪
中
学
校
の
教
員
と
な
り（
図
11
）、
そ
の
後
も
、
明
治
十
八
年
九
月
八
日
に
大
学
分
校
助
教
諭（
図
12
）、
明
治
十
九
年
五

月
二
十
五
日
に
第
三
高
等
中
学
校
助
教
諭（
図
13
）、
明
治
二
十
八
年
七
月
十
三
日
に
第
三
高
等
学
校
助
教
授
と
な
っ
て
い
る（
図

14
）。
明
治
二
十
二（
一
八
八
九
）年
八
月
、
第
三
高
等
中
学
校
の
本
部
が
大
阪
市
東
区（
現
在
は
中
央
区
）か
ら
京
都
市
上
京
区（
現

在
は
左
京
区
）に
移
転
。
勇
魚
も
ま
た
第
三
高
等
中
学
校
の
京
都
移
転
に
伴
い
京
都
市
に
転
居
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
二
十
二

図14 第三高等学校
助教授俸給辞令
明治28年7月13日

図15 大阪師範学校
教員申付辞令
明治14年8月25日

図16 大阪師範学校
教員依願差免辞令
明治15年12月26日

図17 大成普通画学本表紙
明治15年10月
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年
四
月
に
長
女
ク
ニ
が
京
都
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
入
学
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
京
都
に
転
居
し
た
と
思
わ

れ
る
。
勇
魚
は
ま
た
、
明
治
十
四
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
明
治
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
ま
で
の
一
年
四
ヶ
月
、
大
阪
師
範
学
校

に
一
週
間
に
二
日
勤
務
し
、
大
阪
師
範
学
校
の
非
常
勤
講
師
も
務
め
て
い
た
こ
と
が
解
る（
図
15
・
16
）。

勇
魚
が
明
治
十
二
年
に
大
阪
に
転
居
し
た
翌
年
頃
、
父
貫
魚
も
ま
た
徳
島
富
田
浦
の
八
幡
神
社
の
神
官
を
辞
し
て
大
阪
に
転

居
、
勇
魚
が
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
大
阪
市
東
区
高
麗
橋
通
り
に
居
を
構
え
、
明
治
十
五
年
十
月
に
東
京
上
野
公
園
で
開
催
さ

れ
た
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
で
銅
章
を
受
章
、
明
治
十
七
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
内
国
絵
画
共
進
会
で
金
章
を
受
章
、

こ
の
年
の
七
月
に
は
大
阪
東
区
道
修
寺
町
に
浪
華
画
学
校
を
設
立
、
明
治
二
十
三
年
十
月
帝
室
技
芸
員
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
活
躍

し
て
い
る
。

明
治
十
五
年
十
月
二
十
一
日
、
長
女
ク
ニ
が
誕
生
。
こ
の
年
の
十
月
に
大
阪
の
三
友
舎
か
ら『
大
成
普
通
画
学
本
二
編
第
十
一
』

等
の
教
科
書
を
上
梓
し
て
い
る
が（
図
17
）、
こ
の
本
に
記
載
さ
れ
た
住
所
に
よ
り
こ
の
頃
大
阪
府
東
区
内
淡
路
町
一
丁
目
四
番
地

に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
解
る
。
明
治
十
六
年
三
月
十
六
日
、
勇
魚
は
第
三
高
等
中
学
校
の
生
徒
と
共
に
、
大
和
月
ノ
瀬
地
方
に
兵

式
修
学
旅
行
に
行
き
、
そ
の
時
の
様
子
を
ス
ケ
ッ
チ
に
残
し
て
い
る（
図
18
）。
ま
た
明
治
十
八
年
三
月
十
二
日
付
で
中
学
校
師
範

学
校
図
画
科
の
教
員
免
許
を
取
得
し（
図
19
）、
こ
の
年
の
十
二
月
五
日
に
は
大
阪
府
下
の
洪
水
被
害
に
救
済
金
を
寄
付
し
、
大
阪

府
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
勇
魚
は
、
図
画
教
員
の
他
に
も
大
学
分
校
で
は
寄
宿
係（
図
20
）を
、
第
三
高
等
中
学
校

で
は
舎
監（
図
21
）や
物
品
監
守
主
任
、
物
品
取
扱
主
任
な
ど
も
務
め
て
い
る
。
明
治
二
十
年
九
月
三
日
、
母
カ
ジ
が
死
去
、
享
年
七

十
二
歳
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
翌
年
の
十
二
月
二
十
三
日
に
次
女
の
ユ
キ
が
誕
生
し
て
い
る
が
、
翌
々
日
に
は
亡
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
勇
魚
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
制
作
年
の
記
載
さ
れ
た
作
品
を
十
四
点
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
住
吉
大
社
、
鯰
江
川
、

西
今
里
村
八
劔
神
社
な
ど
の
比
較
的
自
宅
か
ら
近
い
場
所
の
風
景
画
や
比
良
山
大
津
石
場
、
有
馬
皷
が
瀧
、
奈
良
の
下
市
村
吉
野

川
な
ど
の
大
阪
周
辺
の
風
景
画
、
牛
や
人
物
の
ス
ケ
ッ
チ
、
彼
岸
花
や
芙
蓉
、
桜
な
ど
の
花
の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
一
番

古
い
年
紀
の
記
載
さ
れ
た
作
品
は
、「
明
治
十
二
年
九
月
七
日
写
ス
」と
い
う
サ
イ
ン
を
持
つ
住
吉
大
社
を
描
い
た
水
彩
画
で
あ

る
。
大
阪
市
住
吉
区
住
吉
に
あ
る
住
吉
大
社
の
社
が
堅
実
な
技
法
で
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。「
大
阪
府
下
明
治
十
二
年
十

月
十
六
日
守
住
勇
魚
模
写
」と
い
う
サ
イ
ン
が
あ
る
風
景
画
も
見
ら
れ
る
。
鯰
江
川
は
、
現
在
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
道
路
に
な
っ

て
い
る
が
、
寝
屋
川
と
ほ
ぼ
並
行
に
流
れ
、
天
満
橋
の
上
手
で
大
川
に
合
流
し
、
古
く
は
野
崎
参
り
の
船
が
通
っ
て
い
た
。「
大
阪

府
下
西
成
郡
西
今
里
村
打
八
劔
神
社
十
三
年
十
月
生
」と
い
う
サ
イ
ン
が
あ
る
八
劔
神
社
は
、
画
面
に
書
か
れ
た
住
所
か
ら
現

在
大
阪
市
城
東
区
鴫
野
東
に
位
置
す
る
八
劔
神
社
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
様
子
が
偲
ば
れ
る
。
明
治
十
五
年
八
月
に
描

か
れ
た
有
馬
皷
が
瀧
は
、
江
戸
時
代
に「
有
馬
六
景
」に
数
え
ら
れ
、
瀧
壺
に
落
ち
る
音
が
皷
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
皷
が
瀧

と
名
付
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
瀧
壺
に
流
れ
落
ち
る
瀧
の
姿
が
臨
場
感
豊
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
制
作
と
思
わ
れ
る
作
品
は
、
天
満
橋
を
は
じ
め
安
治
川
、
飛
鳥
山
、
四
天
王
寺
、
新
喜
多
新
田
な
ど
の
近
郊
の
風
景

画
や
牛
の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
天
満
橋
は
、
勇
魚
が
住
ん
で
い
た
東
区
高
麗
橋
通
り
に
ほ
ど
近
く
、
堅
実
な
技
法
で
色

鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
安
治
川
は
旧
の
淀
川
で
、
淀
屋
橋
か
ら
中
之
島
を
経
由
し
大
阪
湾
に
流
れ
て
い
る
が
、
船
が
行
き
来

し
て
い
る
当
時
の
姿
が
偲
ば
れ
る
。
飛
鳥
山
は
、
東
京
都
北
区
王
子
の
飛
鳥
山
公
園
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
描
か
れ

図18 第三高等中学校
修学旅行日記表紙
明治16年3月26日

図19 中学校師範学校
図画科教員免許状
明治18年3月12日

図20 大学分校寄宿係兼任辞令
明治19年4月5日

図21 第三高等中学校
舎監兼任辞令
明治19年5月26日
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て
い
る
飛
鳥
山
は
、
サ
イ
ン
等
の
筆
跡
な
ど
か
ら
大
阪
府
堺
市
北
区
百
舌
鳥
綾
南
町
に
あ
る
飛
鳥
山
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
堅
実
な
技
法
で
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
た
寺
院
は
、
中
門
、
塔
、
金
堂
が
一
直
線
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
四
天
王
寺
式
伽
藍

配
置
で
あ
る
こ
と
が
解
り
、
大
阪
の
古
刹
の
四
天
王
寺
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
若
江
郡
新
喜
多
新
田
と
い
う
サ
イ
ン
が

あ
る
風
景
画
は
、
現
在
の
東
大
阪
市
長
栄
寺
、
か
つ
て
の
布
施
市
高
井
田
村
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
二
年
に
新
喜

多
新
田
が
合
併
さ
れ
て
高
井
田
村
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
風
景
画
は
明
治
二
十
二
年
ま
で
に
描
か
れ
て
い
た
と
推
測
さ

れ
る
。
大
阪
朝
日
新
聞
と
冊
子
を
描
い
た
水
彩
画
も
こ
の
時
期
の
作
品
と
思
わ
れ
る
。「I

M
orizum

i

」と
サ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
牛

の
ス
ケ
ッ
チ
は
、「
明
治
十
二
年
十
月
三
日
写
生I.M

.

」の
サ
イ
ン
が
あ
る
牛
の
ス
ケ
ッ
チ
の
裏
面
に
描
か
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同

時
期
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

京
都
時
代

勇
魚
は
、
第
三
高
等
中
学
校
の
京
都
移
転
に
伴
い
、
明
治
二
十
二
年
四
月
頃
ま
で
に
京
都
に
転
居
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治

二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
、
父
貫
魚
が
大
阪
市
東
区
谷
町
の
自
宅
で
死
去
、
享
年
八
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
六
年
八
月
、
勇
魚
は
京
都
美
術
協
会
の
会
員
と
な
り（
図
22
）、
翌
年
四
月
四
日
に
は
京
都
市
工
芸
品
展
覧
会
の
審
査

員
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る（
図
23
）。
そ
の
後
も
、
明
治
三
十
二
年
四
月
二
十
日
に
は
新
古
美
術
品
展
覧
会
の
審
査
員
を
委
嘱
さ
れ（
図

24
）、
明
治
三
十
五
年
二
月
六
日
に
は
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
出
品
委
員
と
な
る
な
ど（
図
25
）、
画
壇
に
お
い
て
も
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
。

明
治
二
十
八
年
七
月
十
三
日
、
勇
魚
は
第
三
高
等
学
校
の
助
教
授
と
な
る
が
、
同
年
八
月
十
七
日
に
は
第
三
高
等
学
校
を
非
職

と
な
り（
図
26
）、
翌
年
十
月
十
六
日
、
第
三
高
等
学
校
を
退
職
し
て
い
る（
図
27
）。
勇
魚
は
、
第
三
高
等
学
校
を
非
職
と
な
っ
た

翌
月
の
明
治
二
十
八
年
九
月
、
同
志
社
理
科
学
校
等
の
画
学
教
員
に
迎
え
ら
れ（
図
28
）、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
一
日
に
は
同
志

社
普
通
学
校
講
師
、
明
治
四
十
三
年
四
月
一
日
に
は
同
志
社
普
通
学
校
教
師
と
な
り
、
大
正
四
年
十
一
月
十
二
日
に
は
同
志
社
社

長
よ
り
感
謝
状（
図
29
）と
記
念
品
の「
碁
笥
一
対
」が
贈
ら
れ
、
大
正
六
年
三
月
二
十
六
日
に
同
志
社
を
辞
職
し
て
い
る（
図
30
）。

同
志
社
の
在
職
期
間
は
約
二
十
二
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
同
志
社
に
勤
務
し
て
い
た
頃
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
画

手
本
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
表
面
右
隅
に「C

ollins
A

dvanced
D

raw
ing

B
ook

N
o15

」と
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
裏
面
に「
同
志
社
波
里
須
理
科
学
校
蔵
書
之
印
」と
い
う
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
志
社
理
科
学
校
の
画
学
教
員
時

代
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る（
図
31
）。
も
う
一
点「C

ollins
A

dvanced
D

raw
ing

B
ook

N
o13

」と
印
刷
さ
れ
て
い
る

画
手
本
が
あ
る
が（
図
32
）、
こ
れ
ら
の
画
手
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
リ
ン
ズ
社
が
出
版
し
た
画
手
本
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。

勇
魚
は
ま
た
、
明
治
三
十
年
四
月
に
第
三
高
等
学
校
に
大
学
予
科
が
設
置
さ
れ
る
と
、
明
治
三
十
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
明
治
三

十
二
年
七
月
十
三
日
ま
で
の
約
二
年
間
、
第
三
高
等
学
校
大
学
予
科
図
画
科
嘱
託
講
師
を
務
め（
図
33
・
34
）、
明
治
三
十
七
年
九

図22 京都美術協会員證
明治26年8月

図23 京都市工芸品展覧会
審査員委嘱状
明治27年4月4日

図24 新古美術品展覧会
審査員委嘱状
明治32年4月20日

図25 第五回内国勧業博覧会
出品委員委嘱状
明治35年2月6日
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月
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
十
六
日
ま
で
短
期
間
で
あ
る
が
京
都
高
等
工
芸
学
校
雇
い
と
な
っ
て
い
る（
図
35
・
36
）。

勇
魚
は
ま
た
い
く
つ
か
寄
付
を
し
て
い
る
が
、
主
な
も
の
と
し
て
は
明
治
四
十
二
年
六
月
十
八
日
に
イ
タ
リ
ア
南
部
の
震
災
に

対
し
て
の
被
害
者
救
恤
金
寄
付
の
京
都
市
長
か
ら
の
感
謝
状
、
大
正
十
五
年
四
月
十
三
日
に
衣
笠
尋
常
高
等
小
学
校
に
校
舎
建
築

費
を
寄
付
し
た
同
校
か
ら
の
感
謝
状
な
ど
が
あ
る
。

勇
魚
は
、
大
阪
時
代
か
ら
京
都
時
代
に
か
け
て
持
ち
家
を
持
た
ず
借
家
住
ま
い
で
あ
っ
た
が
度
々
転
居
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
封
書
や
公
文
書
な
ど
に
よ
り
判
明
し
て
い
る
住
所
を
み
る
と
、
明
治
二
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日
に
は
京
都
市
上
京
区
出
町

上
る
青
龍
町
五
十
五
番
戸
、
明
治
三
十
年
六
月
一
日
に
は
京
都
市
上
京
区
出
町
通
今
出
川
上
る
、
明
治
三
十
五
年
六
月
に
は
京
都

市
上
京
区
寺
町
通
り
今
出
川
下
る
真
如
堂
前
町
三
十
番
戸
、
明
治
三
十
七
年
六
月
に
は
京
都
市
上
京
区
中
筋
通
石
薬
師
下
ル
新
夷

町
、
大
正
七
年
十
一
月
二
十
二
日
に
は
京
都
市
上
京
区
今
出
川
一
丁
目
同
志
社
前
、
大
正
十
一
年
四
月
二
十
四
日
に
は
京
都
市
北

野
紅
梅
町
住
友
邸
西
裏
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
二
十
五
年
二
月
二
十
日
に
父
貫
魚
が
亡
く
な
っ
た
後
、
勇
魚
は
本
格
的
に
日
本
画
を
描
き
始
め
、
明
治
三
十
五
年
六
月
に

記
さ
れ
た「
履
歴
書
」に
よ
る
と
、「
明
治
二
十
八
年
某
ノ
嘱
ニ
依
リ
宮
内
省
御
用
品
綴
織
下
画
ト
シ
テ
富
士
巻
狩
ノ
図
二
幅（
各

縦
七
尺
巾
一
丈
三
尺
）ヲ
今
尾
景
年
と
合
作
ス
」と
記
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
十
八
年
に
川
島
甚
兵
衛
の
依
頼
に
よ
り
、
宮
内
省
御

用
品
の
綴
織
の
下
画
と
し
て
、「
富
士
巻
狩
ノ
図
」二
幅
を
今
尾
景
年（
一
八
四
五
〜
一
九
二
四
）と
合
作
し
た
こ
と
が
解
る
。「
富
士

巻
狩
ノ
図
」は
、
縦
が212.1㎝

、
巾
が394.3㎝

の
大
作
で
あ
っ
た
。

「
履
歴
書
」に
は
ま
た「
仝
廿
九
年
右
同
人
の
嘱
ニ
依
リ
文
武
器
具
虫
干
ノ
図
二
幅（
各
縦
五
尺
巾
一
丈
二
尺
）ヲ
作
ル
其
武
具

図
ハ
綴
織
ト
シ
天
覧
の
栄
ヲ
賜
ヒ
後
チ
佛
国
博
覧
會
ニ
出
品
シ
携
帰
後
宮
内
省
御
用
品
ト
ナ
ル
」と
あ
り
、
翌
年
も
川
島
甚
兵
衛

の
依
頼
に
よ
り
、「
文
具
虫
干
図
」「
武
具
虫
干
図
」の
二
点
を
制
作
し
て
い
る
。「
文
具
虫
干
図
」「
武
具
虫
干
図
」の
二
点
も
ま
た
縦
が

151.5㎝

、
巾
が363.6㎝

の
大
作
で
あ
っ
た
が
、「
武
具
虫
干
図
」の
綴
織
は
天
覧
と
な
っ
た
後
、
明
治
三
十
三
年
の
パ
リ
の
万
国
博

覧
会
に
出
品
さ
れ
、
宮
内
省
御
用
品
と
な
っ
た
後
、
大
正
十
一
年
四
月
イ
ギ
リ
ス
皇
太
子
来
日
の
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
王
室
に
寄
贈

さ
れ
て
い
る
。「
文
具
虫
干
図
」も
ま
た
綴
織
に
し
て
宮
内
省
に
納
め
ら
れ
た
が
、
大
正
十
年
皇
太
子
が
イ
ギ
リ
ス
に
外
遊
の
お
り
、

イ
ギ
リ
ス
皇
室
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。「
文
具
虫
干
図
」「
武
具
虫
干
図
」の
綴
織
が
イ
ギ
リ
ス
王
室
に
贈
ら
れ
た
こ
と
に
関
し
て
、

大
正
十
一
年
四
月
三
十
日
付
の
川
島
甚
兵
衛
か
ら
勇
魚
に
贈
ら
れ
た
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、「
粛
啓
、
時
下
春
暖
之
好
期
ニ
御

座
候
処
先
生
愈
御
清
槹
奉
慶
賀
候
。
陣
ハ
御
揮
毫
相
願
候
文
具
並
ニ
武
具
虫
干
之
双
図
、
弊
所
ニ
於
テ
綴
織
ニ
製
作
之
上
納
仕
置

候
処
、
文
具
之
部
ハ
客
年
東
宮
殿
下
御
渡
英
之
砌
御
贈
進
ニ
相
成
、
今
回
英
国
皇
儲
殿
下
御
来
朝
ニ
際
シ
更
ニ
武
具
之
分
御
贈
呈

被
遊
候
哉
ニ
拝
聞
仕
リ
、
弊
所
之
面
目
不
過
之
、
且
ハ
先
生
之
御
名
誉
ニ
対
シ
誠
ニ
御
同
慶
之
至
ニ
堪
候
。
茲
ニ
謹
而
御
厚
礼
申

上
、
尚
尊
体
之
御
健
康
ヲ
奉
祈
上
候
。
敬
具
。
大
正
十
一
年
四
月
三
十
日
、
川
島
甚
兵
衛
、
守
住
勇
魚
侍
史
」と
記
さ
れ
、
川
島
甚
兵

衛
と
勇
魚
の
親
交
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。

「
履
歴
書
」に
は
さ
ら
に「
仝
三
十
三
年
右
同
人
の
嘱
ニ
依
リ
豊
明
殿
御
欄
間
用
織
物
下
画
ト
シ
テ
油
画
ニ
テ
菊
桐
ノ
図
ヲ
作

ル
」「
仝
三
十
五
年
右
同
人
の
嘱
ニ
依
リ
油
画
ニ
テ
蒙
古
襲
来
菊
池
次
郎
激
戦
ノ
図
一
幅（
縦
一
丈
巾
九
尺
）作
ル
」と
記
さ
れ
て

お
り
、
川
島
甚
兵
衛
の
依
頼
に
よ
り
、
明
治
三
十
三
年
に
宮
中
豊
明
殿
の
欄
間
用
織
物
の
下
絵
と
し
て
油
彩
画
の「
菊
桐
ノ
図
」を

図26 第三高等学校
助教授非職辞令
明治28年8月17日

図27 第三高等学校
助教授依願免官辞令
明治29年10月16日

図28 同志社理科学校等
画学教員委嘱状
明治28年9月

図29 同志社普通学校感謝状
大正4年11月12日
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描
い
た
こ
と
が
解
る
。
ま
た
、
明
治
三
十
五
年
に
油
彩
画「
蒙
古
襲
来
菊
池
次
郎
激
戦
ノ
図
」を
、
川
島
甚
兵
衛
の
依
頼
に
よ
り
綴

織
の
下
図
と
し
て
制
作
し
て
い
る
が
、
縦
が303㎝

、
巾
が272.7㎝

の
大
作
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
七
年
六
月
、
勇
魚
は
作
品
の
頒
布
会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
そ
の
時
の
趣
旨
書
（16）
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。「

今
や
大
和
絵
の
筆
者
甚
鮮
な
く
就
中
我
住
吉
派
に
於
て
最
も
然
り
と
す
彼
の
有
識
古
実
の
研
鑽
の
ご
と
き
は
我
派
の
特
色
と

も
謂
ふ
べ
き
も
の
之
を
斯
界
に
喪
は
ん
こ
と
甚
惜
む
べ
し
不
肖
幼
よ
り
教
を
先
考
に
受
け
た
れ
ば
斯
道
の
た
め
奮
起
せ
ん
こ
と

従
来
先
輩
良
友
の
勧
む
る
処
と
な
り
し
も
身
教
鞭
を
執
れ
る
為
其
余
暇
無
く
空
し
く
今
日
に
至
れ
り
然
る
に
近
時
幸
い
に
閑
を

得
た
れ
ば
拙
技
素
よ
り
其
任
に
あ
ら
ず
と
雖
ど
も
励
精
一
番
其
好
意
に
副
は
ん
が
為
め
茲
に
一
会
を
設
け
て
拙
画
を
頒
た
ん
と

す
知
友
諸
彦
幸
に
御
賛
助
御
加
名
あ
ら
ん
こ
と
を
希
ふ
敬
白
明
治
三
十
七
年
六
月
会
主
守
住
勇
魚
幹
事
伏
原
利
造
原
田

吉
次
郎
堤
中
夘
之
助
」

「
故
画
伯
貫
魚
守
住
翁
の
世
に
あ
る
や
出
て
は
山
水
風
光
の
真
美
を
写
し
入
り
て
は
歴
史
の
有
識
古
実
を
究
め
其
材
料
は
積

て
数
千
の
多
き
に
至
れ
り
往
年
金
印
恩
賜
あ
り
尋
で
帝
室
技
芸
員
の
栄
光
を
荷
は
れ
た
る
亦
偶
然
に
あ
ら
ざ
る
な
り
息
勇
魚

君
幼
よ
り
業
を
家
翁
に
学
び
其
家
流
の
蘊
奥
を
極
ら
れ
る
さ
れ
ど
も
拾
有
余
年
公
職
の
為
め
精
画
少
く
人
を
し
て
遺
憾
惜
く

能
は
ざ
ら
し
む
近
時
漸
く
閑
あ
る
を
得
有
志
の
勧
誘
を
納
れ
先
考
の
遺
志
を
継
が
ん
と
す
予
輩
夙
に
先
翁
と
交
誼
あ
り
今
又

勇
魚
君
を
見
る
自
か
ら
旧
懐
の
思
に
堪
へ
ざ
る
あ
り
乞
ふ
我
国
精
華
の
粋
た
る
大
和
風
を
得
ん
と
す
る
諸
彦
奮
て
入
会
の
あ
ら

ん
こ
と
を
希
ふ
」

賛
助
員
に
は
今
尾
景
年
、
小
山
三
造
、
竹
内
栖
鳳
、
巨
勢
小
石
、
浅
井
忠
な
ど
の
名
前
が
見
受
け
ら
れ
る
。
会
の
内
容
は
、
明
治

三
十
七
年
六
月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
の
十
五
ヶ
月
を
会
期
と
し
、
会
費
は
月
八
十
銭
、
月
毎
に
百
二
十
の
画
題
画
の
中
か
ら
抽
選

が
行
わ
れ
、
満
期
ま
で
に
各
々
絹
本
の
日
本
画
一
点
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
満
期
に
は
こ
れ
ら
の
日
本
画
の
展
覧
会
を
開

催
し
、
抽
選
で
勇
魚
の
日
本
画
が
当
た
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
貫
魚
か
ら
の
住
吉
派
の
継
承
は
妹
の
周
魚
が
引
き
継
い
で
い
た

が
、
勇
魚
は
父
貫
魚
の
遺
志
を
継
い
で
多
く
の
住
吉
派
の
日
本
画
を
描
き
、
妹
周
魚
に
な
り
代
わ
っ
て
実
質
的
に
住
吉
派
を
継
承

し
て
行
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

大
正
期
の
勇
魚
の
主
な
作
品
と
し
て
は
、
大
正
元
年
に
描
か
れ
た
油
彩
画
の
大
作「
富
士
巻
狩
図
」、
大
正
五
年
に
描
か
れ
た
大

作
の「
湊
川
合
戦
図
」、
こ
の
頃
に
描
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
大
作
の「
木
蓮
孔
雀
図
」、
油
彩
画
の
大
作「
松
に
鶴
図
」な
ど
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
作
品
も
す
べ
て
川
島
甚
兵
衛
の
依
頼
に
依
る
も
の
で
あ
っ
た
。

大
正
十
二
年
六
月
二
十
七
日
、
一
つ
歳
下
で
あ
っ
た
妻
早
が
死
去
、
享
年
六
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
昭
和
二（
一
九
二
七
）年
三
月

四
日
、
勇
魚
が
死
去
。
晩
年
に
喘
息
を
患
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
年
一
月
中
旬
に
急
性
気
管
支
炎
を
発
病
、
享
年
七
十
二
歳
で
あ
っ

た
。
昭
和
二
年
四
月
十
五
日
発
行
の「
同
志
社
校
友
同
窓
会
報
第
八
号
」に
、
友
人
の
牧
野
信
が「
…
住
吉
派
の
画
系
は
翁
を
以
て

其
跡
を
絶
つ
、
実
に
浩
嘆
の
至
り
な
り
。
冀
く
ば
今
の
中
に
翁
の
蔵
書
及
稿
本
等
を
検
討
し
て
、
之
が
再
興
を
謀
る
篤
志
の
美
術

家
出
で
ん
こ
と
を
。
昭
和
二
年
三
月
六
日
、
京
都
市
北
野
紅
梅
町
に
於
て
、
神
式
を
以
て
葬
儀
と
な
し
、
蓮
華
谷
に
火
葬
し
真
如
堂

に
埋
む
。」と
記
し
て
い
る
。

図30 同志社辞職申出受理書
大正6年3月26日

図31 コリンズ社出版画手本図32 コリンズ社出版画手本

図33 第三高等学校大学予科
図画科嘱託講師任官辞令
明治30年8月31日
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京
都
時
代
の
勇
魚
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
制
作
年
の
記
載
さ
れ
た
作
品
を
七
点
見
る
こ
と
が
出
来
る
。「
キ
ノ
コ
」は
、
松
茸
を
素

材
に
描
い
た
も
の
で
、
鉛
筆
で
堅
実
に
描
か
れ
て
い
る
。「
鮎
」は
、
ス
ケ
ッ
チ
帳
に
描
か
れ
て
い
る
一
点
で
あ
る
。
画
面
右
上
に「
観

正
寺
川
産
鮎
ノ
大
サ
及
ヒ
其
廻
リ
図
ノ
如
シ
」と
い
う
サ
イ
ン
が
あ
り
、
鮎
の
部
位
の
寸
法
が
細
か
く
書
か
れ
て
い
る
。
勇
魚
は

魚
釣
り
が
大
変
好
き
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
鮎
も
ま
た
観
正
寺
川
で
の
釣
果
の
一
匹
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ス
ケ
ッ
チ

帳
は
、狩
猟
に
関
す
る
こ
と
が
主
に
描
か
れ
て
い
る
が
、最
後
の
頁
に
、「
明
治
廿
八
年
十
一
月
廿
日
ヨ
リ
吉
田
氏
の
法
ニ
倣
ヒ
左

ノ
如
ク
改
ム
」と
記
さ
れ
、
火
薬
の
配
合
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二
十
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
描
か
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。「
福
寿
草
」「
蕨
」「
白
藤
」「
蝉
脱
殻
」「
木
蓮
」の
五
点
は
同
じ
ス
ケ
ッ
チ
帳
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の「
福
寿
草
」と「
蕨
」

は
色
鮮
や
か
な
水
彩
で
堅
実
に
描
か
れ
て
お
り
、
画
面
に
福
寿
草
と
蕨
に
関
す
る
観
察
が
細
か
く
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
ケ
ッ

チ
帳
は
、
主
に
植
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
明
治
四
十
三
年
か
ら
大
正
七
年
に
か
け
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

京
都
時
代
の
制
作
と
思
わ
れ
る
作
品
と
し
て
は
、「
本
の
あ
る
静
物
」が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
作
品
は
、
豪
華
に
装
幀
さ
れ
た
本

の
上
に
金
蓮
花（
ナ
ス
タ
チ
ウ
ム
）が
置
か
れ
た
構
図
で
、紙
に
描
か
れ
た
油
彩
画
で
あ
る
が
、浅
井
忠
の
水
彩
画「
本
と
花
」（
図
37
）

と
全
く
同
図
柄
で
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
。
前
述
の
と
お
り
勇
魚
と
浅
井
は
彰
技
堂
で
共
に
学
び
、
共
に
工
部
美
術
学
校
に
進
学
し
、

共
に
工
部
美
術
学
校
を
退
学
し
て
十
一
会
を
結
成
し
た
間
柄
で
あ
り
、
工
部
美
出
学
校
退
学
後
も
親
交
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は

な
い
が
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
が
な
か
っ
た
。
浅
井
の「
本
と
花
」は
、
水
彩
画
の
た
め
か
色
合
い
は
少
し
鮮
や
か
で

あ
る
が
、
勇
魚
の「
本
の
あ
る
静
物
」と
構
図
、
色
彩
の
配
置
、
寸
法
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
お
り
、「JU

N
E

1889

」と
い
う
サ

イ
ン
か
ら
、
明
治
二
十
二（
一
八
八
九
）年
六
月
の
制
作
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
明
治
二
十
二
年
は
、
浅
井
忠
や
松
岡
壽
ら
に
よ
り

明
治
美
術
会
が
設
立
さ
れ
、
第
一
回
展
が
開
催
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
東
京
美
術
学
校
が
開
設
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
年
、
勇
魚
は
京
都
に
居
て
、
第
三
高
等
中
学
校
の
図
画
教
員
で
あ
っ
た
が
、
上
京
し
て
浅
井
と
共
に「
本
の
あ
る
静
物
」を
描

い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
浅
井
が
京
都
に
来
て
勇
魚
と
共
に「
本
と
花
」を
描
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
勇
魚
の「
本
の
あ
る
静

物
」も
ま
た
浅
井
の「
本
と
花
」と
同
じ
時
期
の
明
治
二
十
二
年
頃
に
描
か
れ
た
と
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
勇
魚
の
油
彩
画
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
現
在
、
当
館
所
蔵
の
守
住
家
資
料
に
お
け
る
勇
魚
の
油
彩
画
と
し

て
は
、
九
点
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
勇
魚
は
、
油
彩
画
を
描
く
に
あ
た
っ
て
は
、
画
材
と
し
て
キ
ャ
ン
バ
ス
を
使
用
せ
ず
、
す
べ

て
が
紙
に
描
か
れ
て
い
た
た
め
そ
の
保
存
状
態
は
あ
ま
り
良
く
な
く
、
当
館
の
油
彩
画
も
近
年
修
復
を
行
っ
て
い
る
。
川
島
甚
兵

衛
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
描
か
れ
た
油
彩
画
も
ほ
と
ん
ど
が
紙
に
描
か
れ
て
い
た
た
め
劣
化
が
激
し
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
作

品
を
残
す
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
勇
魚
の
油
彩
画
は
致
命
的
な
欠
陥
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
か
、
勇

魚
の
油
彩
画
は
現
存
す
る
も
の
が
少
な
い
。
ま
た
、
川
島
甚
兵
衛
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
描
か
れ
た
作
品
は
、
ほ
と
ん
ど
が
綴
織
の

図34 第三高等学校大学予科
図画科嘱託講師免官辞令
明治32年7月13日

図35 京都高等工芸学校
雇辞令
明治37年9月16日

図36 京都高等工芸学校
雇解任辞令
明治37年12月26日

図37 浅井忠「本と花」
明治22年
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下
画
と
し
て
制
作
さ
れ
発
表
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
画
壇
に
真
価
を
問
う
機
会
を
失
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

現
在
当
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
油
彩
画
九
点
は
、
絵
具
、
紙
の
材
質
、
構
図
な
ど
か
ら
検
討
す
る
と
、
そ
の
制
作
時
期
を
二
期
に

分
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず「
家
の
あ
る
風
景
」「
木
蓮
」「
牡
丹
と
木
蓮
」「
牡
丹
」「
薔
薇
」な
ど
の
作
品
の
制
作
時
期

は
、
絵
具
、
紙
の
材
質
、
構
図
な
ど
か
ら
明
治
期
の
初
期
、
工
部
美
術
学
校
時
代
に
近
い
頃
の
制
作
と
思
わ
れ
る
。「
急
須
」「
急
須
と

湯
呑
」「
薔
薇
と
魚
」な
ど
の
作
品
は
、
絵
具
、
紙
の
材
質
な
ど
か
ら「
本
の
あ
る
静
物
」が
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
明
治
二
十
二
年

頃
の
制
作
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
か
た
こ
う
ぞ
う（
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
専
門
学
芸
員
）
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註（1）

『
守
住
家
資
料
目
録
』
徳
島
県
博
物
館
所
蔵
資
料
目
録
第
十
三
号
昭
和
五
十
九
年
三
月

（2）

『
徳
島
県
教
育
変
革
史
』
徳
島
県
教
育
会
大
正
九
年
十
一
月
二
二
六
頁

（3）

『
徳
島
県
教
育
変
革
史
』（
前
掲
書
）
二
四
頁

（4）

大
藏
省
編
纂『
明
治
前
期
財
政
經
濟
史
料
集
成
第
十
七
巻
』
昭
和
六
年
九
月
三
四
五
頁

（5）

尾
埼
尚
文『
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
日
本
の
近
代
美
術
展
図
録
』
東
京
都
庭
園
美
術
館
平
成
九
年
十
月
一
五
八
頁
一
五
九
頁

（6）

川
崎
智
子「
来
日
西
洋
人
と
幕
末
・
明
治
前
期
の
書
画
会
」『
近
代
画
説
19
』
明
治
美
術
学
会
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
九
頁

（7）

隈
元
謙
次
郎『
明
治
初
期
來
朝
伊
太
利
亞
美
術
家
の
研
究
』
八
潮
書
店
昭
和
十
五
年
十
一
月
二
五
頁

（8）

隈
元
謙
次
郎『
明
治
初
期
來
朝
伊
太
利
亞
美
術
家
の
研
究
』（
前
掲
書
）
一
一
頁

（9）

『
美
術
』
第
九
巻
第
八
號
昭
和
九
年
八
月
六
頁

（10）

尾
埼
尚
文「
工
部
美
術
学
校
史
工
部
省
第
四
回
年
報
」『
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
日
本
の
近
代
美
術
展
図
録
』
東
京
都
庭
園
美
術
館

平
成
九
年
十
月
一
四
三
頁

（11）

尾
埼
尚
文「
工
部
美
術
学
校
史
工
部
省
第
四
回
年
報
」『
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
日
本
の
近
代
美
術
展
図
録
』
東
京
都
庭
園
美
術
館

平
成
九
年
十
月
一
五
四
頁

（12）

尾
埼
尚
文「
工
部
美
術
学
校
史
工
部
省
第
四
回
年
報
」『
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
日
本
の
近
代
美
術
展
図
録
』
東
京
都
庭
園
美
術
館

平
成
九
年
十
月
一
四
四
頁

（13）

尾
埼
尚
文「
工
部
美
術
学
校
史
工
部
省
第
四
回
年
報
」『
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
日
本
の
近
代
美
術
展
図
録
』
東
京
都
庭
園
美
術
館

平
成
九
年
十
月
一
四
三
頁
一
四
四
頁

（14）

金
子
一
夫「
小
山
正
太
郎
評
伝
在
長
岡
時
代
か
ら
明
治
十
五
年
ま
で
」『
近
代
画
説
2
』
明
治
美
術
学
会
平
成
五
年
十
二
月
二
九
頁

（15）

金
子
一
夫『
近
代
日
本
美
術
教
育
の
研
究
明
治
時
代
』
中
央
公
論
美
術
出
版
平
成
四
年
二
月
一
二
四
頁
一
二
五
頁

（16）

『
守
住
家
資
料
目
録
』
徳
島
県
博
物
館
所
蔵
資
料
目
録
第
十
三
号
昭
和
五
十
九
年
三
月
二
六
頁
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彰技堂時代に制作されたと推定される作品

1．「風景」
1875～76年頃
水彩 紙 19.0×27.3㎝
サイン：I.Morizumi

4．「人物」
1875～76年頃
鉛筆 紙 25.1×16.9㎝

7．「人物」
1875～76年頃
鉛筆 紙 27.7×19.7㎝

2．「人物」
1875～76年頃
鉛筆 紙 26.5×16.4㎝
サイン：IM

5．「人物」
1875～76年頃
鉛筆 紙 23.9×16.7㎝
サイン：I. Morizumi

8．「人物」
1875～76年頃
鉛筆 紙 22.7×16.0㎝

9．「人物トレース」
1875～76年頃
鉛筆 紙 25.9×34.7㎝

3．「人物」
1875～76年頃
鉛筆 紙 24.2×16.7㎝
サイン：IM

6．「人物」
1875～76年頃
鉛筆 紙 26.4×16.3㎝
サイン：IM
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10．「人物トレース」
1875～76年頃
鉛筆 紙 25.9×34.7㎝

13．「馬・目トレース」
1875～76年頃
鉛筆 紙 25.9×34.7㎝

16．「動物トレース」
1875～76年頃
鉛筆 紙 25.9×34.7㎝

11．「足トレース」
1875～76年頃
鉛筆 紙 25.9×34.7㎝

14．「動物トレース」
1875～76年頃
鉛筆 紙 25.9×34.7㎝

17．「動物トレース」
1875～76年頃
鉛筆 紙 25.9×34.7㎝

12．「足・腕トレース」
1875～76年頃
鉛筆 紙 25.9×34.7㎝

15．「動物トレース」
1875～76年頃
鉛筆 紙 25.9×34.7㎝

18．「人物トレース」
1875～76年頃
鉛筆 紙 25.9×34.7㎝

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／徳島県立近代美術館研究紀要／第１２号ＰＳ 仲田耕三 2011年 4月 1日  9時45分 5秒 17
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19．「動物・人物トレース」
1875～76年頃
鉛筆 紙 25.9×34.7㎝

1．「ライオン」
1877年
鉛筆 紙 13.6×19.1㎝
サイン：明治十年九月廿五日
於博物局写之

1．「工部美術学校画学教場」
1876～78年頃
鉛筆 紙 22.7×29.0㎝

2．「風景」
1877年
鉛筆 紙 24.4×32.4㎝
サイン：明治十 十月四日写生

2．「工部美術学校画学教場」
1876～78年頃
鉛筆 紙 19.9×29.7㎝

3．「雲」
1878年
鉛筆 紙 18.4×27.6㎝
サイン：明治十一年五月廿九日写生

3．「工部美術学校画学教室」
1876～78年頃
鉛筆 紙 24.7×34.3㎝

工部美術学校時代に制作されたと推定される作品
○人物写生スケッチ
・工部美術学校教場などを描いた作品

工部美術学校時代に制作された作品
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4．「工部美術学校画学教室」
1876～78年頃
鉛筆 紙 24.7×34.4㎝

1．「人物二人」
1876～78年頃
鉛筆 紙、17.0×23.5㎝

4．「人物二人」
1876～78年頃
鉛筆 紙 25.0×34.8㎝

2．「人物」
1876～78年頃
鉛筆 紙 19.8×27.1㎝

5．「人物」
1876～78年頃
鉛筆 紙 19.1×13.6㎝

3．「人物」
1876～78年頃
鉛筆 紙 22.4×29.2㎝

6．「人物」
1876～78年頃
鉛筆 紙 28.9×22.4㎝

・工部美術学校の生徒をモデルとした作品
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・工部省雇いの人夫などをモデルとした作品

1．「人物二人」
1876～78年頃
鉛筆 紙 20.9×27.2㎝
サイン：IM 十四

4．「人物二人」
1876～78年頃
鉛筆 紙 20.5×28.0㎝

1．「羊と犬」
1876～78年頃
水彩 紙 20.6×27.7㎝
サイン：I.Morizumi

2．「人物二人」
1876～78年頃
鉛筆 紙 17.0×23.5㎝

2．「馬」
1876～78年頃
鉛筆 紙 22.5×29.0㎝

3．「人物」
1876～78年頃
鉛筆 紙 18.4×28.0㎝

3．「馬足」
1876～78年頃
鉛筆 紙 19.5×29.0㎝

○動物写生スケッチ
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4．「馬二頭」
1876～78年頃
鉛筆 紙 20.2×27.7㎝

7．「洋犬」
1876～78年頃
鉛筆 紙 17.9×24.7㎝
サイン：洋犬

1．「溜池」
1876～78年頃
鉛筆 紙 20.7×27.8㎝
サイン：I.M 十月十一日写生 溜池

5．「馬」
1876～78年頃
鉛筆 紙 17.3×24.7㎝

2．「八幡神社」
1876～78年頃
鉛筆 紙 21.0×29.4㎝
サイン：牛込八幡町 八幡神社

6．「馬」
1876～78年頃
鉛筆 紙 14.0×18.0㎝

3．「逆井之渡」
1876～78年頃
鉛筆 紙 20.6×28.2㎝
サイン：逆井之渡

○風景写生スケッチ
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4．「池上本門寺」
1876～78年頃
鉛筆 紙 20.4×30.2㎝
サイン：池上本門寺

7．「工部大学校」
1878年頃
鉛筆 紙 16.2×22.6㎝

10．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 12.0×18.0㎝

5．「佃島ノ朝」
1876～78年頃
鉛筆 紙 16.8×25.2㎝
サイン：ツクダシマノアサ

8．「鍛冶橋」
1876～78年頃
鉛筆 紙 19.7×22.5㎝

11．「風景」
1876～78年頃
コンテ 紙 24.3×32.6㎝

12．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 15.2×21.0㎝

6．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 18.7×14.5㎝
サイン：勇魚 東京 工部美

術学校時代（裏）

9．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 28.4×21.8㎝
サイン：IM
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13．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 11.8×16.8㎝

16．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 16.4×22.6㎝

19．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 11.8×16.7㎝

14．「風景」
1876～78年頃
水彩 紙 17.3×26.4㎝

17．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 18.2×24.9㎝

20．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 15.0×17.8㎝

15．「風景」
1876～78年頃
コンテ 紙 20.6×28.4㎝

18．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 12.6×17.9㎝

21．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 15.0×22.0㎝
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22．「神社」
1876～78年頃
鉛筆 紙 16.8×23.4㎝

25．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 22.8×29.2㎝

28．「寺院」
1876～78年頃
鉛筆 紙 20.8×27.2㎝

23．「神社」
1876～78年頃
鉛筆 紙 16.7×23.4㎝

26．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 13.0×16.9㎝

29．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 12.1×18.0㎝

24．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 17.3×25.0㎝
印：母里受見

27．「寺院」
1876～78年頃
鉛筆 紙 18.1×26.4㎝

30．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 8.5×12.2㎝
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31．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 13.3×16.2㎝

34．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 22.3×29.6㎝

37．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 15.1×20.3㎝

32．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 19.6×28.5㎝

35．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 17.1×23.7㎝

38．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 20.1×30.0㎝

36．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 19.9×30.3㎝

39．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 18.9×26.8㎝

33．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 18.2×14.3㎝
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40．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 21.5×29.1㎝

1．「住吉大社」
1879年
水彩 紙 22.5×29.0㎝
サイン：大阪 官幣大社 住吉神社 第一

本宮 明治十二年九月十七日写
ス印（守住）

4．「人物」
1879年
鉛筆 紙 24.5×32.1㎝
サイン：明治十二年十月三日写生 Morizumi

41．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 19.7×22.8㎝

2．「牛」
1879年
鉛筆 紙 20.5×28.0㎝
サイン：明治十二年 十月三日 写生 I.M.

5．「風景」
1879年
水彩 紙 24.3×32.6㎝
サイン：大阪府下 明治十二年十月十六

日 守住勇魚 模写

42．「風景」
1876～78年頃
鉛筆 紙 19.8×28.8㎝

3．「牛」
1879年
鉛筆 紙 24.5×32.0㎝
サイン：明治十二年十月三日 I.Morizumi

写生

6．「鯰江川之夕陽」
1879年
水彩 紙 24.5×32.6㎝
サイン：大阪府下鯰江川之夕陽 明治十

二年十月十六日 写生 守住勇魚

大阪時代に制作された作品
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7．「比良山大津石場」
1880年
水彩 紙 20.5×27.9㎝
サイン：比良山大津石場嘉艤亭ヨリ写 明

治十三年三月廿一日 I.Morizumi

13．「桜」
1885年
鉛筆 紙 25.0×34.8㎝
サイン：明治十八年四月廿二日写ス

10．「有馬皷が瀧」
1882年
鉛筆 紙 23.4×16.7㎝
サイン：有馬皷が瀧 明治

十三年八月十八日
写生 守住勇魚

8．「八劔神社」
1880年
水彩 紙 20.7×28.5㎝
サイン：大阪府下 西成郡西今里村打八

劔神社十三年十月生

14．「下市村吉野川」
1886年
鉛筆 紙 20.2×27.2㎝
サイン：十九年八月十二、大和国吉野

郡下市村吉野川

11．「彼岸花」
1882年
水彩 紙 24.9×18.3㎝
サイン：明治十五年八月廿

一日写生

9．「風景」
1880年
鉛筆 紙 21.5×30.2㎝
サイン：大阪府下 東今里村 明治十三

年十月写生

12．「芙蓉」
1882年
鉛筆 紙 24.9×34.7㎝
サイン：芙蓉 明治十五年十月写
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大阪時代に制作されたと推定される作品

1．「天満橋」
1879～89年頃
水彩 紙 20.6×28.0㎝
サイン：天満橋

4．「四天王寺」
1879～89年頃
水彩 紙 23.4×32.2㎝

7．「風景」
1879～89年頃
水彩 紙 19.2×21.5㎝
サイン：大阪府下 I.Morizumi

2．「安治川ノ景」
1879～89年頃
鉛筆 紙 22.7×28.8㎝
サイン：坂府 安治川ノ景 七月六日写

生 守住勇魚

5．「新喜多新田」
1879～89年頃
鉛筆 紙 14.4×24.7㎝
サイン：若江郡 新喜多新田

8．「牛」
1879年頃
鉛筆 紙 20.5×28.0㎝
サイン：I Morizumi

3．「飛鳥山」
1879～89年頃
鉛筆 紙 22.5×29.6㎝
サイン：飛鳥山 I.Morizumi

6．「大阪朝日新聞」
1879～89年頃
水彩 紙 21.8×27.3㎝
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京都時代に制作された作品

1．「キノコ」
1893年
鉛筆 紙 14.9×20.8㎝
サイン：明、廿六、十月十二日写

7．「木蓮」
1918年
水彩 紙 スケッチ帳 14.5×23.0㎝
サイン：大正戊午四月二日

4．「蕨」
1910年
水彩 紙 スケッチ帳
14.5×23.0㎝
サイン：四三、五月十三日

写生

2．「鮎」
1894年
鉛筆 紙 スケッチ帳 23.0×15.5㎝
サイン：明治廿七年 六月廿七日

5．「白藤」
1913年
鉛筆 紙 スケッチ帳 14.5×23.0㎝
サイン：大正二年四月廿三日 写生

3．「福寿草」
1910年
水彩 紙 スケッチ帳 14.5×23.0㎝
サイン：明、四三、二月十一日 写生

6．「蝉脱殻」
1913年
鉛筆 紙 スケッチ帳 14.5×23.0㎝
サイン：大正二年七月
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京都時代に制作されたと推定される作品

1．「本のある静物」
1889年頃
油彩 紙 21.5×26.5㎝

1．「家のある風景」
明治期
油彩 紙 24.3×32.2㎝

4．「牡丹」
明治期
油彩 紙 34.7×24.9㎝

2．「木蓮」
明治期
油彩 紙 25.0×34.7㎝

5．「薔薇」
明治期
油彩 紙 32.1×24.1㎝

3．「牡丹と木蓮」
明治期
油彩 紙 25.1×34.7㎝

6．「本のある静物」
1889年頃
油彩 紙 21.5×26.5㎝

油彩画
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7．「急須」
明治期
油彩 紙 25.3×31.8㎝

8．「急須と湯呑」
明治期
油彩 紙 26.0×35.5㎝

9．「薔薇と魚」
明治期
油彩 紙 25.2×23.7㎝
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